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1.はじめに 

近年,土木構造物の維持管理にかかる費用を低減するため，予防保全の一環として耐久性を向上する取り組みが多

く行われている．コンクリート構造物では，コンクリート表面に表面含浸剤を含浸させることにより,耐久性の向上

や劣化進行速度の抑制を目的とした表面含浸工法が多く行われている．本稿では，表面含浸工法のうち，コンクリ

ートの脱枠後の養生持続効果と，劣化因子の侵入を抑制するハイブリッド被膜養生剤について，塩分吸着材含有の

撥水塗料を組み合わせた新型ハイブリッド被膜養生剤がコンクリートの表面撥水性や,水分蒸発抑制効果,および吸

水性などの表面特性に及ぼす影響を確認した結果を報告する． 

 

2.試験の概要 

2.1 供試体製作 

表 -1 に 示 す 配 合 の コ ン ク リ ー ト を

300mm×300mm×60mm の平板用鋼製型枠に打込

み,20℃，RH60％の室内で封かん養生を 5 日間行っ

た．養生完了後に脱枠を行い,供試体の質量を測定し

た後に,供試体の全面を各被膜剤で塗布した．使用し

た被膜剤による試験水準を表-2 に示す.CB，SS，PF

は，それぞれ市販のハイブリット被膜養生剤,浸透性

吸水防止剤,および被膜養生剤である．R はシラン・

シロキ酸樹脂の含浸剤であり，S は塩分吸着材含有

の撥水塗料である．R+S は，その組合せであり，含

浸剤の R を塗布した翌日に，撥水塗料の S を塗布した．また，N は被膜剤無塗布で比較用とした． 

2.2 測定項目 

2.2.1 表面撥水性試験および含浸深さ 

コンクリート表層部の撥水性を確認するため,水接触角を液適法(Sessile drop)により測定した．また，全ての試験

が完了した後に，供試体を割裂し，コンクリート表層からの被膜剤の含浸深さを測定した． 

2.2.2 保湿性試験 

供試体への被膜剤の塗布後，7 日,14 日,21 日,28 日に供試体の質量を測定した．各材齢の供試体の質量は，脱枠直

後の供試体質量を基準とした百分率で表し，それを蒸発率とした. 

2.2.3 吸水性試験 

供試体は，保湿性試験終了後に供試体の質量を測定し，20℃の水中に浸漬した．水中浸漬は，28 日間行い，7 日，

14 日，21 日，28 日に供試体の質量を測定した．水中浸漬直前の供試体質量を基準とし,水中浸漬させた各材齢の供

試体質量との百分率を吸水率とした.  
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表-1 コンクリートの配合 

水ｾﾒﾝﾄ

比(%) 

細骨 

材率 

(%) 

単位量(kg/m2) 

水 ｾﾒﾝﾄ 細骨材 粗骨材
AE 

減水剤

50.0 44.0 165 330 805 1037 1.65 

 

表-2 試験水準 

No. 
塗布量

(g/m2)
主成分 分類 

N 0 - - 

CB 150 脂肪酸エステル類 ハイブリッド被膜養生剤

SS 150 シラン・シロキサン系 浸透性吸水防止剤 

PF 150 パラフィン系 被膜養生剤 

R+S 140+80
シラン・シロキサン樹脂 

+ふっ素・シリコン樹脂 
含浸剤+撥水塗料 

S 80 ふっ素・シリコン樹脂 撥水塗料 

R 140 シラン・シロキサン樹脂 含浸剤 
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3.試験結果 

3.1 表面撥水性試験 

材齢 120 日後の水接触角の測定結果を図-1 に，供試体表面からの

含浸深さを図-2 に示す．SS，PF，R+S，S は 90°以上の水接触角が

あり,コンクリート表面が撥水域にあることを確認した．また，N，

CB，R は親水域にあり，撥水性がないことを確認した．撥水性のあ

る被膜剤がコンクリート表面に長時間維持できれば，腐食因子の洗

浄効果が向上すると考えられる．また，R+S と SS は，撥水成分の

含浸性が高いため，コンクリート表層部の撥水作用によって，コン

クリート中に侵入する腐食因子の抑制が期待される. 

3.2 保湿性試験 

保湿性試験の結果を図-3 に示す.4 週目の蒸発率は，CB についで

R+S の水分蒸発抑制効果が高いことを確認した．供試体水分の蒸発

率が低いほど,コンクリート内部の水分保持能力が高いことから,

養生効果が高まり，初期ひび割れの抑制に繋がると考えられる.             

3.3 吸水性試験 

吸水性試験結果を図-4 に示す.新型被膜剤

である R+S が最も吸水率が低くなっている．

R+S よりも撥水性が高かった SS と PF は，R+S

よりも吸水率が高くなった．特に供試体に被

膜剤が含浸しなかった PFの吸水率は高くなっ

た．このことから，表面の撥水性に加えて，

撥水成分が含浸することにより，水分の吸収

がより一層抑制されたと考えられる．また，

撥水性はないが，含浸深さが大きい CB では，

吸水率がSSやR+Sより大きくなっているため，

撥水成分が含浸することの有効性が確認でき

た．吸水率が低い程,水分が浸透しにくく,コ

ンクリート表面の遮水性が高いことから,外

部からの劣化因子の侵入を防ぐことで,耐久

性が向上すると考えられる. 

 

4.まとめ 

養生機能と劣化因子抑制機能を併せ持つ新

型ハイブリッド被膜養生剤の撥水性が基本性

能に及ぼす検討を行い，以下の知見を得た．   

(1) 撥水成分をコンクリート表面だけでなく，含浸させることにより，コンクリートの吸水性が抑制される． 

(2) 含浸剤と撥水塗料を混合被膜剤として塗布すると，養生機能を保ち,遮水性があることを確認した. 

今後は，新型ハイブリッド被膜養生剤の撥水成分の維持性，塩分吸着性能，実暴露試験などを行い，コンクリー

トの耐久性評価の確認を行う． 

図-3 保湿性試験結果 

図-4 吸水性試験結果 
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図-1 水接触角測定結果 

図-2 含浸深さ 
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